
(57)【要約】

【課題】本発明は超硬合金の基材と被膜からなる微細粒

の切削工具インサートに関する。

【解決手段】この超硬合金の基材は、ＷＣと、バインダ

相と、実質的に立方晶の炭化物相の無いバインダ相の豊

富な表面区域を有する立方晶の炭化物の相を含有するバ

ナジウムと、とを含んで成る。さらにこの超硬合金の基

材は、１．５μｍ未満好ましくは１．０μｍ未満最も好

ましくは０．６μｍ未満のタングステン炭化物ＷＣを基

にする第１の相と、Ｃｏ及び／またはＮｉを基にする金

属のバインダ相と、最終的に少なくとも一つの炭窒化物

またはバナジウムを含有する混合炭窒化物を含んで成る

少なくとも一つの付加相と、から成る微細粒である。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 硬 合 金 の 基 材 及 び 被 膜 か ら 成 る 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト で あ っ て 、 前 記 基 材 が 、 Ｗ Ｃ
、 バ イ ン ダ 相 、 及 び 本 質 的 に 立 方 晶 の 炭 化 物 相 の 無 い バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 備 え
た 立 方 晶 の 炭 化 物 相 を 含 ん で 成 る 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト に お い て 、
　 前 記 基 材 が 、 ３ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の コ バ ル ト と 、 周 期 律 表 の ４ ａ 族 及 び ５ ａ 族 か ら の １ ～ ２
０ ｗ ｔ ％ の 他 の 立 方 晶 の 炭 化 物 の 形 成 体 と バ ナ ジ ウ ム と の 合 計 含 有 量 を 有 す る ０ ． １ ～ ２
０ ｗ ｔ ％ の バ ナ ジ ウ ム と 、 ＜ １ ． ５ μ ｍ の 平 均 Ｗ Ｃ 粒 径 を 有 し か つ 基 材 の 組 織 中 に グ ラ フ
ァ イ ト が 存 在 し な い 残 部 が ７ ０ ～ ９ ５ ｗ ｔ ％ の Ｗ Ｃ と 、 を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 被
覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 材 が 、 ４ ～ １ ５ ｗ ｔ ％ の コ バ ル ト を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 材 が 、 ０ ． ２ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ の バ ナ ジ ウ ム を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 バ ナ ジ ウ ム と 周 期 律 表 の ４ ａ 族 及 び ５ ａ 族 か ら の 他 の 立 方 晶 の 炭 化 物 の 形 成 体 と の 合 計
含 有 量 が 、 ２ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 焼 結 さ れ た Ｗ Ｃ 粒 径 が 、 ＜ １ ． ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 基 材 が 、 ０ ． ２ ～ ６ ｗ ｔ ％ の チ タ ン を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 バ ナ ジ ウ ム と チ タ ン と の 合 計 含 有 量 が 、 ２ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 の 深 さ が 、 １ ０ ０ μ ｍ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 の 深 さ が 、 ６ ０ μ ｍ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 の バ イ ン ダ 相 の 含 有 量 が 、 標 準 バ イ ン ダ 相 の 含 有 量 の
最 大 １ ． ２ ～ ３ 倍 で あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 被 覆 切 削 工
具 イ ン サ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 傾 斜 部 区 域 と い わ れ る バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 有 す る 微 細 粒 の 超 硬 合
金 に 関 す る 。 こ の 傾 斜 部 区 域 は 、 粒 成 長 の 抑 制 剤 の 添 加 に よ り 形 成 で き る 立 方 晶 の 炭 化 物
或 い は 炭 窒 化 物 が 実 質 的 に 存 在 し な い 。 そ の 上 、 こ の 傾 斜 部 区 域 は 、 微 細 な 粒 径 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 有 す る 被 覆 し た 超 硬 合 金 の イ ン サ ー ト は 、 鋼 及 び ス テ ン
レ ス 材 料 の 機 械 加 工 用 に 現 在 非 常 に 広 範 囲 に 使 用 さ れ て い る 。 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区
域 の た め 、 切 削 工 具 材 料 用 の 適 用 範 囲 の 拡 張 が 達 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｗ Ｃ と 、 立 方 晶 の 相 （ 炭 窒 化 物 ） と 、 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 有 す る バ イ ン ダ 相
と 、 を 含 有 す る 超 硬 合 金 を 製 作 す る 方 法 或 い は 処 理 は 、 傾 斜 部 の 焼 結 法 と し て 言 及 さ れ る
技 術 の 範 囲 で あ り 、 多 く の 特 許 及 び 特 許 明 細 書 に よ っ て 知 ら れ て い る 。 米 国 特 許 第 ４ ， ２
７ ７ ， ２ ８ ３ 号 及 び 第 ４ ， ６ １ ０ ， ９ ３ １ 号 に し た が っ て 窒 素 を 含 有 す る 添 加 物 が 使 用 さ
れ 、 焼 結 工 程 は 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ４ ８ ， ７ ８ ６ 号 に し た が っ て 真 空 中 で 行 わ れ 、 窒 素 は ガ
ス の 相 の 中 で 加 え ら れ る 。 こ の 結 果 、 双 方 の 場 合 に お い て 、 立 方 晶 の 相 が 本 質 的 に 枯 渇 し
た バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 が 得 ら れ る 。 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ３ ０ ， ９ ３ ０ 号 は 、 焼 結 工
程 後 の 脱 炭 に よ っ て 得 ら れ る バ イ ン ダ 相 の 富 化 を 開 示 し 、 そ れ に よ っ て バ イ ン ダ 相 の 富 化
が 、 立 方 晶 の 相 も 含 有 す る こ と を 達 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ４ ９ ， ０ ８ ４ 号 に お い て 、 処 理 工 程 を 促 進 し て か つ 実 質 的 に 枯 渇 し た
酸 化 被 膜 の 付 着 性 を 改 良 す る た め に 、 窒 素 ガ ス が 焼 結 工 程 で 使 用 さ れ る 。 欧 州 特 許 出 願 第
Ａ ０ ５ ６ ９ ６ ９ ６ 号 に お い て は 、 こ の バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 区 域 は 、 Ｈ ｆ 及 び ／ ま た は Ｚ ｒ
の 存 在 と 共 に 得 ら れ る 。 欧 州 特 許 出 願 第 Ａ ０ ７ ３ ７ ７ ５ ６ 号 に お い て は 、 同 一 の 効 果 が 超
硬 合 金 中 に Ｔ ｉ の 存 在 と 共 に 達 成 さ れ る 。 こ れ ら の 特 許 に お い て は 、 周 期 律 の ４ Ａ 族 の 立
方 晶 炭 化 物 の 形 成 体 （ Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 、 Ｈ ｆ ） が 、 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 得 る た め に
使 用 す る こ と が で き る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 破 壊 機 構 の 観 点 か ら 、 表 面 区 域 に お け る バ イ ン ダ 金 属 の 富 化 は 、 超 硬 合 金 が 変 形 を 吸 収
し 且 つ 割 れ の 成 長 伝 播 を 停 止 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の 方 法 で は 、 材 料 は 、 ほ と ん ど 同 じ
組 成 で あ る が 均 質 な 組 織 を 有 す る 材 料 と 比 較 し て 、 大 き な 変 形 を 許 容 す る こ と に よ っ て 、
ま た は 割 れ の 成 長 を 防 止 す る こ と に よ っ て 、 破 壊 に 抵 抗 す る 改 良 さ れ た 能 力 が 得 ら れ る 。
こ の 切 削 を 行 う 材 料 は 、 強 靭 な 特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 サ ブ ミ ク ロ ン の 組 織 を 供 え る 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト は 、 靭 性 と 耐 熱 性 の 双 方 に 高 い 要 求 を
備 え た 適 用 に お い て 、 広 範 囲 の 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 及 び 耐 熱 鋼 の 機 械 加 工 に 現 在 使 用 さ れ る
。 焼 結 す る 際 に 粒 径 を 維 持 す る た め に 、 こ の よ う な 超 硬 合 金 は 、 粒 成 長 抑 制 剤 を 一 般 的 に
含 有 す る 。 通 常 の 粒 成 長 抑 制 剤 は 、 バ ナ ジ ウ ム 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 ニ オ ブ 及 び ／ ま た は
チ タ ン 、 あ る い は こ れ ら を 含 む 化 合 物 を 含 有 す る 。 最 も 強 い 抑 制 剤 は 、 バ ナ ジ ウ ム 及 び ／
ま た は ク ロ ム の 使 用 で 得 ら れ る 。 一 般 的 に 炭 化 物 と し て 添 加 し た 場 合 、 こ れ ら は 焼 結 す る
際 に 粒 成 長 を 制 限 す る が 、 ま た こ れ ら は 望 ま し く な い 副 作 用 を す る 。 望 ま し く な い 脆 い 組
織 の 析 出 は 、 都 合 の 悪 い 方 向 の 靭 性 挙 動 に 影 響 を 及 ぼ す 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 適 用 温 度 で 高 靭 性 と 高 変 形 抵 抗 の 組 み 合 わ せ を 備 え た 超 硬 合 金 イ ン サ
ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 粒 成 長 剤 が 焼 結 工 程 の 後 に 表 面 区 域 に 析 出 物 と し て 存 在 し な い に も か か わ ら
ず 、 実 質 的 に 立 方 晶 の 炭 化 物 相 の 無 い 微 細 な 粒 の 表 面 区 域 を 有 す る 微 細 粒 の 超 硬 合 金 を 驚
く べ き こ と に 始 め て 得 た 。 こ れ は 、 バ イ ン ダ 相 の 富 ん だ 表 面 区 域 を 備 え る イ ン サ ー ト の 至
る と こ ろ 全 て で 、 ＜ １ ． ５ μ ｍ の Ｗ Ｃ 粒 で あ る 微 細 な 粒 径 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 得 ら れ る
。 バ ナ ジ ウ ム の 役 割 は 、 Ｗ Ｃ 粒 の 粒 成 長 を 防 止 す る 及 び 傾 斜 部 形 成 体 と し て の 役 割 を 果 た
す こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ ． ５ μ ｍ 未 満 好 ま し く は １ ． ０ μ ｍ 未 満 最 も 好 ま し く は ０ ． ６ μ ｍ 未 満 の タ ン グ ス テ
ン 炭 化 物 Ｗ Ｃ を 基 に す る 第 １ の 相 と 、 Ｃ ｏ 及 び ／ ま た は Ｎ ｉ を 基 に す る 金 属 の バ イ ン ダ 相
と 、 最 終 的 に 少 な く と も 一 つ の 炭 窒 化 物 ま た は バ ナ ジ ウ ム を 含 有 す る 混 合 炭 窒 化 物 を 含 ん
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で 成 る 少 な く と も 一 つ の 付 加 相 と 、 か ら 成 る 微 細 粒 で あ る 超 硬 合 金 に 関 す る 。 こ の 超 硬 合
金 は 、 基 本 的 に 立 方 晶 の 炭 化 物 相 が 無 く て 、 ＜ １ ０ ０ μ ｍ 好 ま し く は ＜ ６ ０ μ ｍ 最 も 好 ま
し く は １ ０ ～ ３ ５ μ ｍ の 厚 い バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 を 有 す る 。 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な
表 面 区 域 の バ イ ン ダ 相 の 含 有 量 が 、 標 準 バ イ ン ダ 相 の 含 有 量 の 最 大 １ ． ２ ～ ３ 倍 で あ る 。
こ の Ｗ Ｃ は 、 傾 斜 部 区 域 の 表 面 近 く 並 び に 超 硬 合 金 の 中 心 部 に １ ． ５ μ ｍ 未 満 の 平 均 粒 子
径 を 有 す る 。 超 硬 合 金 の 組 成 は 、 ３ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ 好 ま し く は ４ ～ １ ５ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ
最 も 好 ま し く は ５ ～ １ ３ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ 、 ０ ． １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の Ｖ 好 ま し く は ０ ． ２ ～ １ ０
ｗ ｔ ％ の Ｖ 最 も 好 ま し く は １ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ の Ｖ 、 及 び 残 部 と し て ７ ０ ～ ９ ５ ｗ ｔ ％ 好 ま し
く は ８ ０ ～ ９ ０ ｗ ｔ ％ の Ｗ Ｃ で あ る 。 ９ ５ ｗ ｔ ％ 以 下 好 ま し く は ８ ０ ｗ ｔ ％ 以 下 の Ｖ の 部
分 は 、 Ｔ ｉ の み で 、 或 い は 立 方 晶 の 相 に 溶 解 可 能 な 元 素 、 例 え ば Ｔ ａ 、 Ｎ ｂ 、 Ｚ ｒ 及 び Ｈ
ｆ と の 組 み 合 わ せ と 置 換 す る こ と が で き る 。 立 方 晶 に 溶 解 可 能 な Ｖ 及 び そ の 他 の 元 素 の 合
計 は 、 １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ 好 ま し く は ２ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で あ る 。 こ の 組 織 は グ ラ フ ァ イ ト を 含 ま
な い 。 本 発 明 に し た が う 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト は 、 Ｃ Ｖ Ｄ 、 Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ ま た は Ｐ Ｖ Ｄ の 技 術
で 、 或 い は Ｃ Ｖ Ｄ 及 び Ｍ Ｔ Ｃ Ｖ Ｄ の 組 み 合 わ せ で も っ て 薄 い 耐 摩 耗 性 の 被 膜 が 好 ま し く 被
覆 さ れ る 。 炭 化 物 、 窒 化 物 及 び ／ ま た は 炭 窒 化 物 、 好 ま し く は チ タ ン の 最 内 の 被 膜 を 堆 積
さ せ る 。 そ の 後 の 層 は 、 炭 化 物 、 窒 化 物 及 び ／ ま た は 炭 窒 化 物 か ら な り 、 好 ま し く は チ タ
ン 、 ジ ル コ ニ ウ ム 及 び ／ ま た は ハ フ ニ ウ ム 、 及 び ／ ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 及 び ／ ま た は ジ ル
コ ニ ウ ム の 酸 化 物 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に し た が う 超 硬 合 金 イ ン サ ー ト は 、 硬 質 構 成 物 と バ イ ン ダ 相 と を 形 成 す る 粉 末 混
合 物 を 混 練 す る こ と 、 乾 燥 す る こ と 、 加 圧 成 形 す る こ と 及 び 焼 結 す る こ と 含 む 粉 末 冶 金 法
に よ っ て 製 造 さ れ る 。 所 望 の バ イ ン ダ 相 の 富 化 を 得 る た め に 、 窒 素 雰 囲 気 、 部 分 的 に 窒 素
、 ま た は 真 空 中 の 焼 結 工 程 に お い て 、 Ｖ が 、 Ｖ Ｃ と し て 、 ま た は （ Ｖ 、 Ｍ ） Ｃ と し て 、 ま
た は （ Ｖ 、 Ｍ ） （ Ｃ 、 Ｎ ） と し て 、 ま た は （ Ｖ 、 Ｍ 、 Ｍ ） （ Ｃ 、 Ｎ ） と し て 添 加 さ れ 、 Ｍ
は こ の 立 方 晶 の 炭 化 物 中 に 溶 解 可 能 な 金 属 元 素 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 例 １
　 表 １ に 示 さ れ る 原 材 料 １ 、 ２ 及 び ４ は 、 １ ２ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ と 、 ８ ． １ ｗ ｔ ％ の Ｖ と 、 残
部 Ｗ Ｃ と 、 の 組 成 を 有 す る 粉 末 を 製 造 す る た め に 用 い ら れ た 。 イ ン サ ー ト は 加 圧 成 形 さ れ
て 焼 結 さ れ た 。 こ の 焼 結 工 程 は 、 こ の 合 金 を 窒 化 す る た め に 、 Ｐ Ｎ ２ ＝ ９ ５ ０ ｍ ｂ ｒ 以 下
、 Ｔ ＝ １ ３ ８ ０ ℃ を 用 い て 実 施 さ れ た 。 Ｔ ＝ １ ３ ８ ０ ℃ か ら 且 つ 焼 結 温 度 Ｔ ＝ １ ４ １ ０ ℃
ま で 、 焼 結 工 程 は 真 空 中 で 実 施 さ れ た 。 焼 結 さ れ た イ ン サ ー ト の 窒 素 の 含 有 量 は 、 ０ ． ３
５ ｗ ｔ ％ の 窒 素 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 表 １
　
　 １ 　 　 　 　 　 　 Ｖ Ｃ 　 　 　 　 Ｈ ． Ｃ ． Ｓ ｔ ａ ｒ ｃ ｋ 　 　 　 １ ． ２ ～ １ ． ８ 　 　 　 　
　 ２ 　 　 　 　 　 　 Ｗ Ｃ 　 　 　 　 Ｈ ． Ｃ ． Ｓ ｔ ａ ｒ ｃ ｋ 　 　 　 １ ． ４ ５ ～ １ ． ５ ５ 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｄ Ｓ １ ５ ０ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ 　 　 　 　 　 　 Ｔ ｉ Ｃ 　 　 　 Ｈ ． Ｃ ． Ｓ ｔ ａ ｒ ｃ ｋ 　 　 　 １ ． ２ ～ １ ． ８ 　 　 　 　
　 ４ 　 　 　 　 　 　 Ｃ ｏ 　 　 　 　 Ｏ Ｍ Ｇ ， Ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｋ 　 　 　 １ ． ３ ～ １ ． ６ 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 微 細 な 粒 状 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト の 表 面 の 組 織 は 、 逃 げ 面 と す く い 面 の 下 部 に 実 質 的 に 立 方 晶 の バ イ ン ダ
相 が 無 く て ７ ５ μ ｍ の 厚 い バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 表 面 区 域 と 、 切 れ 刃 表 面 近 く の 著 し く 減 少
し た 傾 斜 部 の 厚 み と か ら な り 、 図 １ に 図 示 す る 。 Ｗ Ｃ の 粒 は 約 ０ ． ９ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 ２
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５ 　 　 　 　 TiC 0 . 5 No 0 . 5 　 　  Ｈ ． Ｃ ． Ｓ ｔ ａ ｒ ｃ ｋ 　 　 　 １ ． ３ ～ １ ． ６ 　 　 　 　



　 実 施 例 １ と 同 じ 粉 末 を 用 い て 、 イ ン サ ー ト が 加 圧 成 形 し て 焼 結 さ れ た 。 こ の 焼 結 工 程 は
、 同 じ よ う な 手 順 を 用 い て 実 施 し た が 、 Ｐ Ｎ ２ ＝ ９ ５ ０ ｍ ｂ ｒ の 圧 力 が 焼 結 サ イ ク ル を 通
し て 維 持 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 表 面 区 域 の 組 織 は 、 表 面 の 切 れ 刃 部 分 近 く に 著 し く 減 少 し た 傾 斜 部 の 厚 み を 備 え 、 逃 げ
面 と す く い 面 の 下 部 に ５ ０ μ ｍ の 厚 い 傾 斜 部 バ イ ン ダ 相 の 豊 富 な 区 域 か ら な り 、 図 ２ に 図
示 す る 。 焼 結 さ れ た イ ン サ ー ト の 窒 素 含 有 量 は 、 ０ ． ３ ５ ｗ ｔ ％ で あ っ た 。 元 素 の 分 布 は
、 Ｅ Ｐ Ｍ Ａ （ 電 子 プ ロ ー ブ 微 小 分 析 法 ） を 用 い て 決 定 し 、 図 ３ に 示 す 。 注 目 す べ き は 、 こ
の 表 面 区 域 は 実 質 的 に Ｖ が 存 在 し な い 。 Ｗ Ｃ の 粒 は 約 ０ ． ９ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 ３
　 表 １ に 示 さ れ る 原 材 料 １ 、 ２ 、 ３ 及 び ４ は 、 １ ３ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ と 、 ３ ． ４ ７ ｗ ｔ ％ の Ｖ
と 、 ３ ． ２ ７ ｗ ｔ ％ の Ｔ ｉ と 、 残 部 Ｗ Ｃ と 、 の 組 成 を 有 す る 粉 末 を 製 造 す る た め に 用 い ら
れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 焼 結 工 程 は 実 施 例 １ の よ う に 実 施 さ れ 、 表 面 の 組 織 は 、 逃 げ 面 と す く い 面 の 下 部 に ５ ５
μ ｍ の 厚 い バ イ ン ダ 相 の 表 面 区 域 と 、 切 れ 刃 表 面 近 く に 著 し く 減 少 し た 傾 斜 部 の 厚 み と か
ら な り 、 図 ４ に 図 示 す る 。 焼 結 さ れ た イ ン サ ー ト の 窒 素 含 有 量 は 、 ０ ． ４ ５ ｗ ｔ ％ で あ っ
た 。 Ｗ Ｃ の 粒 は 約 ０ ． ９ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 ４
　 表 １ に 示 さ れ る 原 材 料 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 及 び ５ は 、 １ ３ ｗ ｔ ％ の Ｃ ｏ と 、 ３ ． ４ ７ ｗ ｔ ％
の Ｖ と 、 ３ ． ２ ７ ｗ ｔ ％ の Ｔ ｉ と 、 ０ ． ０ １ ３ ｗ ｔ ％ の Ｎ と 、 残 部 Ｗ Ｃ と 、 の 組 成 を 有 す
る 粉 末 を 製 造 す る た め に 用 い ら れ た 。 十 分 に 定 義 さ れ 焼 結 し た 窒 素 成 分 及 び 薄 い 傾 斜 部 区
域 を 備 え る イ ン サ ー ト を 製 造 す る た め に 、 窒 素 は 、 粉 末 混 合 物 に 表 １ の TiC０ ． ５ No０ ．

５ と し て 添 加 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 焼 結 工 程 は 真 空 中 で Ｔ ＝ １ ４ １ ０ ℃ １ 時 間 実 施 さ れ 、 逃 げ 面 と す く い 面 の 下 部 に １
２ μ ｍ の 厚 い バ イ ン ダ 相 と 、 こ の 表 面 の 切 れ 刃 部 分 の 近 く に 著 し く 減 少 し た 傾 斜 部 の 厚 み
と 、 が 得 ら れ 、 図 ５ に 図 示 す る 。 Ｗ Ｃ の 粒 は 約 ０ ． ９ μ ｍ で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 例 １ に し た が う バ イ ン ダ の 豊 富 な 表 面 区 域 の 組 織 を ５ ０ ０ Ｘ で 示 す
。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 例 ２ に し た が う バ イ ン ダ の 豊 富 な 表 面 区 域 の 組 織 を １ ０ ０ Ｘ で 示 す
。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 例 ３ の Ｅ Ｐ Ｍ Ａ （ 電 子 プ ロ ー ブ 微 小 分 析 法 ） を 用 い て 決 定 し た こ の
表 面 区 域 の 元 素 分 布 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 実 施 例 ３ に し た が う バ イ ン ダ の 豊 富 な 表 面 区 域 の 組 織 を １ ０ ０ ０ Ｘ で 示
す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 例 ４ に し た が う バ イ ン ダ の 豊 富 な 表 面 区 域 の 組 織 を １ ０ ０ ０ Ｘ で 示
す 。
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【 図 ３ 】

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ４ 】
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